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 第一章 近代における能楽表象――国民国家、大東亜、文化国家日本における「古典（カノ 
   ン）」として  
 第二章 三島由紀夫の能楽受容――「言葉の優雅」から「実際の行動」まで 
第二部 『近代能楽集』作品論 
 序――未だ乗り越え不可能なものとしての『近代能楽集』 
 第一章 能楽における「生の否定」の発見――近代能楽集ノ内「邯鄲」 
 第二章 認識者と実践者、その葛藤の帰趨――近代能楽集ノ内「卒塔婆小町」 
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 第三章 救いなき死の受容 ――近代能楽集ノ内「葵上」 
  第三章補論 近代能楽集ノ内「葵上」における死の表象 
 第四章 不幸と狂気の美的結晶体――近代能楽集ノ内「班女」 
 第五章 覚醒した紅い唇の女――近代能楽集ノ内「道成寺」 
 第六章 「この世のをはりの焔」は消えず――近代能楽集ノ内「弱法師」 
 第七章 切り捨てられた供養――近代能楽集ノ内「源氏供養」 
  第七章補論 ふたつの「源氏供養」――三島由紀夫の戯曲と橋本治のエッセイをめぐって 
第三部 能楽との関わりで郡虎彦の戯曲と三島由紀夫の小説を読む 
 第一章  血の粉を撒いた「珍しい夜明け」へ――郡虎彦の戯曲「清姫 若くは道成寺」と 
    戯曲「道成寺」 
 第二章 言語による美的抵抗――三島由紀夫「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日 





























































































































 第一章 「血の粉を撒いた『珍しい夜明け』へ――郡虎彦の戯曲『清姫 若くは道成寺』と戯
曲『道成寺』」。本章は、三島由紀夫とはまったく異なった手つきで能楽に対した郡虎彦の戯曲
「清姫」と「道成寺」を捉え、『近代能楽集』シリーズを導くものとしての郡虎彦を考察してい
る。郡虎彦は、初期の志賀直哉にどこか似て、後の有島武郎へも通じる白樺派の一面を担った作
家だが、浪漫主義的な血塗れの想像力によって、白樺派の人道主義や反戦の思想を強力に先取り
しただけでなく、一九一〇年代前後を象徴する作家のひとりでもあった。 
 「深いところで現実に強い違和感をいだ」（本多秋五『明治文学全集 初期白樺派文学集』「解
題」）き、題材の上でも国家という枠組みにおいても、「現実」を乗り越えようとし続けた郡虎
彦は、内側から日本を食い破るように血みどろの物語を書いて、日本を脱出し、渡欧後も転地を
繰り返しながら客死した。そんな郡虎彦に、同じくたえず「現実」からの飛翔を試みた三島由紀
夫が惹かれるのは、当然だったのかもしれず、三島由紀夫は郡虎彦に「現実」からの逃避や逸脱
というよりむしろ、烈しく「近代」と衝突し、その結果「古典劇」の「翻案」へと行き着いた先
達を見出したのだといえる。 
 第二章 「言語による美的抵抗――三島由紀夫の『中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的
日記の抜萃』」。本章は能楽との関わりから、この難解な小説を読み直そうとするものである。
「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日記の抜萃」には、一九四四年八月に発表された「夜
の車」という初稿がある。「夜の車」というタイトル自体が謡曲「松風」の詞章、すなわち「み
つ汐の夜の車に月を載せて」から取られており、改稿に際して削除された末尾には謡曲「松風」
の詞章の引用があった。謡曲「松風」の引用から見えてくるのは、決して報われることのない同
じ行為を繰り返す悲劇のドラマとしての「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日記の抜萃」
であり、それ以上につらく苦しい此岸から仏教的な救済の彼岸への跳躍を目指す能楽そのものが、
死によって安らかな美を付与する殺人者自身のあり方へと継承されるということである。戦争と
いう大量殺人の只中で、入営に脅え死に脅え、身近に迫った外部からの死を内面化しようと足掻
く少年三島由紀夫の混乱した精神世界を映す小説「夜の車」とその改稿「中世に於ける一殺人常
習者の遺せる哲学的日記の抜萃」は、こうして最初期における三島由紀夫の濃密な能楽表象とな
り得ているのだと論ずる。 
 第三章 「『豊饒の海』の行き着いた『美しい衰亡』――能楽表象からの読解の可能性」。『豊
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饒の海』の「記憶もなければ何もない」というラストシーンは、第二巻「奔馬」で本多繁邦が能
「松風」を観たときから、すでに必然であったといってよい。謡曲「松風」の詞章を思いつつ松
枝清顕を想起する本多は、すでに清顕の美の本質が「厳格な一回性」であることに気づいていた
からである。青春の日に束の間あらわれてすぐに失われたからこそ、唯一無二の美しい存在とし
て本多繁邦の心を縛った清顕は、転生者に希望を繋ぐことでは決して取り戻せない。逆に三人の
転生者候補は次第に清顕の面影を破壊して、美しかった本多の中の清顕を、謡曲「羽衣」で語ら
れる天女の死としての「美しい衰亡」へと陥らせる。なぜ本多繁邦は、何人も転生者らしき人物
に出会っても満足できず、清顕探しをやめられないのか。また清顕探しの最後を締めくくる巻が、
なぜ「天人五衰」と題されているのか。絶対的な悲恋の枠組みとしての謡曲「松風」と「羽衣」
を介して、『豊饒の海』を読み直した論である。 
 
３、総評 
 
 本研究の意義は、能楽と三島由紀夫との関わりを、近代における能楽受容という大きな枠組み
と、その能楽の影響のもとに書かれた『近代能楽集』、および「中世に於ける一殺人常習者の遺
せる哲学的日記の抜萃」『豊饒の海』などの三島由紀夫作品の詳細な分析的読解によって、立体
的に浮き上がらせたところにある。その論証はおおむね妥当であり、三島由紀夫研究史上におい
ても一定の評価を与えうる説得性に富むものである。 
 第一部第一章で全体的な大きな視野から近代における能楽受容のあり方について論じ、第二章
では三島由紀夫の能楽受容の具体的な様相について論じている。またそれを踏まえて、第二部で
は『近代能楽集』に収められた作品について個別に論を立てているが、それらのいくつかはすで
に学会誌に掲載されているところから、その立論の確かさを確認することもできる。第三部第一
章では三島由紀夫と同じく能楽に大きな影響を受けて劇作をおこない、また三島自身も少なから
ぬ影響を受けた郡虎彦を取りあげて、三島文学との関連と差異を確認している。第二章では小説
「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日記の抜萃」を、第三章では最後の大作『豊饒の海』
四部作を取りあげて、それぞれ能楽との関連という視点から論を展開、これまでの論を補強し、
妥当な結論を得ている。能楽との三島文学と関連については、これまでの研究において多く論じ
られてきたものの、これほど網羅的に徹底して論じられるということはなかった。その意味で、
本研究は三島由紀夫研究において新たな一歩を大きく前進させたということができる。 
 本研究はこうした意義を持つものではあるが、まったく難がないわけではない。それは『近代
能楽集』に収録された戯曲のうちの「綾の鼓」「熊野」の二作品の論が欠落していること、近代
の能楽に関する把握がやや概念的、観念的に過ぎること、三島由紀夫が『近代能楽集』に取り組
んでいた時代の新劇界の動向についての調査が充分におこなわれていないこと、先行論文の扱い
方において若干の問題があったこと、文章が生硬で観念語が多く用いられているところから、と
きに論が表面的に流れてしまっていることなどである。しかし、これらは今後、研究を持続して
ゆく努力によって克服されるべきものであり、本研究自体の価値を左右するものではないとして、
審査委員一同、本論文が「博士（学術）」を授与するに十分値するものであるとの結論に達した。
ここに報告する次第である。 
